



















S) を使用した。実験条件として反応温度は40~70[OCJ、モノ7ー濃度一定 (Mo = 0.2[g/m['water]) 







Qニf:Q，(t)dt =玄Q，(t)!J.t= MO;XM(-!l.H)/ Mg ( 1 
XM=ZG山 /t，Q，約
ここでQは任意の反応時間tまでの総発熱量[Jl、 Mo，は仕込みモノマー量[g]、XM 任意の反応






ように算出した。 Rpは発熱速度とモノ 7 一分子量、仕込みモノマー量、モル当たりの反応熱から(3)
式を用いて求めることができる。
R_=笠旦二一旦竺L
P dt Mo，(-OH) ( 3 ) 
また、乳化重合において重合速度Rpは(4)式とも表される。






実験結果を次の図 1-a ...図 4もに記載した。全ての図で 10が高い濃度では重合が早く低い濃度で
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合 率 の関係を調べる必要がある。スチレンの乳化重合反応では重合率 42%までは
5.48[moI!L'particles)と一定値を示し、それ以後は重合率の増加に従い減少する事が既に報告され
ている。そこで[M)p値は温度の影響がないと仮定した。成長反応速度定数kpについては 40"c、 50
℃、 60"c、 70"cそれぞれ 161、237、341、480[ Umo!-sec)と文献で報告されている値を用いた。
これらの値と電子顕微鏡写真で観察された体積平均粒子径(表1に記載)を用いて重合率 40%付近









































































~t[particles/ml-w Mw n 
2.6 X 1014 5.7 x 10' 0.51 
3.4Xl014 4.5 x 10' 0.48 
2.3Xl014 5.3 x 10' 0.42 
3.8 x 10" 5.9 x 10' 0.48 
7.9 X 1014 2.4 x 10' 0.23 
1.1 X 1014 8.2 x 10' 0.57 
2.5 X 1014 5.2 x 10' 0.44 
5.6 x 10" 2.7 x 10' 0.36 
3.4X 1014 8.4 x 10' 0.49 
7.4 X 1014 6.9 x 10' 0.39 
1.1 X 1015 4.5 x 10' 0.29 
1.0Xl014 3.9 x 10' 0.62 
3.3 X 1014 2.4 x 10' 0.49 
9.6 x 10" l.lXl0' 0.30 
5.1 X 1014 7.1 x 10' 0.43 
7.8 X 1014 5.3 x 10' 0.38 
1.7 x 10" 1.5 x 10' 0.22 
1.1 x 10' 
3.9Xl01' 1.0 x 10' 0.49 
1.6 X 1014 4.7Xl0' 0.22 
7.4Xl014 4.1Xl0' 0.40 
1.1 Xl015 2.3 x 10' 0.36 
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